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１．はじめに 

 横浜市栄第一水再生センター(表－１参照)では、環境研究活動の一環で気象観測装置等の評価実験を行っ

ていた。計測・記録・評価の過程で、気象データと送風機の能力特性との間に一定の関係があることに着目

し、気象データを送風機の自動制御に組み込み、運転効率の最適化を目指すことにより有意な省エネ効果が

得られると見込んだ。 

 栄第一水再生センターでは単段ターボ型の送風機を採用しており、季節ごとに吸込風量が変動している。

送風機の風量パラメータは台数制御に関わっており、かつパラメータ変更が手入力であるため、経験を積ん

だ職員が逐次変更する必要がある。また、入力値が妥当か判断するために数日かかり、非常に手間がかかっ

ている。 

本研究の目的は、吸込空気の状態（温度・湿度・気圧）と送風機運転特性の関係性から、送風機の能力特

性値を自動で変更する「気象データ補正制御」の導入である。現段階では、時間変動する実負荷運用の中で

も、「気象データ補正制御」にて吸込空気の温度を制御変数として利用できるか検証する。本論ではこの検証

内容について記す。 

 

２．現在の制御について 

表－１ 栄第一水再生センター概要             表－２ 送風機仕様 

計画処理水量 ５５,１００[ｍ３/日]   ０１号・０２号送風機 ０３号・０４号送風機 

放流水域 いたち川  
形式 

歯車増速式単段ターボ 

ＲＬＶ３５－１Ｂ 

歯車増速式単段ターボ 

ＲＬＶ３１－１ 処理方式 標準活性汚泥法 

下水排除方式 分流式  風量制御 インレットベーン 

反応タンク 

風量制御 
ＤＯ制御 

 
回転数 

２,９５０/１５,５７６ 

[ｍｉｎ－１] 

２,９５０/１６,３８７ 

[ｍｉｎ－１] 

   定格風量 １４０[ｍ３/ｍｉｎ] ７０[ｍ３/ｍｉｎ] 

   電動機 １９０[ｋＷ] １１０[ｋＷ] 

   制御圧力 ５７．０[ＭＰａ] 

 

 栄第一水再生センターでの現在の送風機の制御について簡単に記す。制御方法は圧力一定制御であり、設

定した圧力に合わせるように要求風量が変化し、それによって送風機のインレットベーンが開閉するという

ものである。また、要求風量が運転中送風機の「上限風量」を超える場合は、運転台数の増加が行われる。

逆に要求風量が「下限風量」を下回る場合は、運転台数の減少が行われる。前述した変更する風量パラメー

タとは、この「上限風量」、「下限風量」のことであり、台数制御に大きく関わってくるものである。この「上

限風量」と「下限風量」は各送風機の最大吸込風量と最少吸込風量になるように職員の手で入力している。 



３．気象データ補正制御について 

 「気象データと送風機の能力特性に関係がある」と述べたが、大まかに言えば吸込空気温度が高いと風量

が少なくなり、吸込空気温度が低いと風量が多くなる傾向がある。本研究は、吸込空気の温度毎に送風機最

大風量・最少風量を測定したデータを蓄積し、それをもって[温度－最大風量]及び[温度－最少風量]の関係

式を導くことで、吸込空気温度による送風機台数制御が可能か検証するものである。 

 

４．データ取得方法について 

 運転中の送風機インレットベーンの最大開度・最少開度での吸込空気温度・吸込風量を取得対象データと

して扱う。時間帯によって負荷が変動する実運用中のデータを抽出しても[温度－風量]の関係がきれいに現

れるかの確認となる。取得したデータから関係式を導き、「気象データ補正制御」に組み込めるか検証するこ

とが目的となる。また、当面の制御に組み込む予定はないが、相関関係の調査として湿度も測定する。 

 

５．データ取得結果及び考察 

 

図－１ ０２号送風機 吸込温度と最大風量との関係 

 

図－２ ０２号送風機 吸込温度と最小風量との関係 
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 最大吸込風量と最小吸込風量について、温度との関係が 2つのグラフのように見られた。前述のとおり、

吸込温度が低いほど吸込風量が多くなる傾向がみられた。この傾向が表れるかどうかを検証するものなの

で、おおむね良好な結果が得られた。負荷側の変動もあるため、同様の吸込温度での吸込風量のばらつきが

多少あるが、湿度の違いが関係していると見て取れる。 

 

６．結論 

 [温度－風量]の関係は近似直線を引いても問題ない程度の分布となっていると考えられ、「気象データ補

正制御」として［温度－最大風量］と［温度－最低風量］を運転台数管理の制御変数として活用していくこ

ととした。なお、制御を安全側に取るために、それぞれ下方線形・上方線形を採用する。 

 「気象データ補正制御」を導入した場合の期待として、一つ目に、「リニアに変更されるパラメータによる

送風機の効率的な運転」が、二つ目に、「職員によるパラメータ変更の手間の削減」があげられる。一つ目に

関して、現状は職員がパラメータを変更するのは夏季・冬季の 2 回程度のため、季節の変わり目での送風機

運転が不安定になることがある。これを防止し、かつ効率的な運転をすることで、省エネにもつながると考

える。二つ目も、一つ目と通じるが、数日かかっていた調整の必要がなくなるため、有用であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 「気象データ補正制御」を用いた場合の省エネの期待例 

 

７．今後の課題 

 結果の考察より、湿度等を制御に組み込むと、より細やかな制御とすることが可能であると考えられるが、

各種計測機器の妥当性、信頼性の確認を実施し、湿度や気圧を制御に組み込むことが可能かどうかの検討が

必要となる。 

 また、制御導入の見通しはたっているため、導入後は年間を通した実際の運用で検証を行っていくことと

なる。 
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